
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　綴じ穴が形成された紙葉類を綴じ込む綴じ具であって、
　前記綴じ穴に挿入可能に設けられるとともに、無負荷状態で閉ループを形成する少なく
とも一つの綴じ部材を備え、
　前記綴じ部材には、前記紙葉類の端部領域を受容可能なガイド部が設けられ

　 端部を強制的に押し込むことにより
、前記閉ループが強制的に解除されて綴じ部材が綴じ穴に挿入されることを特徴とする綴
じ具。
【請求項２】
　複数の綴じ穴が形成された紙葉類を綴じ込む綴じ具であって、
　前記綴じ穴の並び方向に沿う片状のベースと、このベースの片の延びる方向に沿って所
定間隔をおいて形成され、且つ、無負荷状態で閉ループを形成する複数の綴じ部材とを備
え、
　前記綴じ部材には、前記紙葉類の端部領域を受容可能なガイド部が設けられ

　 端部を強制的に押し込むことにより
、前記閉ループが強制的に解除されて綴じ部材が綴じ穴に挿入されることを特徴とする綴
じ具。
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【請求項３】
　前記綴じ部材は、先端側が相互に重なり合う領域を有する分割型に形成され、この先端
側に前記ガイド部が設けられていることを特徴とする請求項１又は２記載の綴じ具。
【請求項４】
　前記綴じ部材は、先端縁の少なくとも一部が略突き当たる分割型に形成され、この先端
側に前記ガイド部が設けられていることを特徴とする請求項１又は２記載の綴じ具。
【請求項５】
　前記綴じ部材は、前記押し込みによって弾性変形可能な板材若しくは線材により構成さ
れていることを特徴とする請求項 記載の綴じ具。
【請求項６】
　前記各ガイド部の各中心は、ベースの延出方向に沿う仮想中心線に対してジグザクとな
る位置に設定されていることを特徴とする請求項 記載の綴じ具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、綴じ具に係り、更に詳しくは、綴じ穴を有する複数枚の紙葉類を綴じ込むこと
ができる簡易型の綴じ具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、綴じ穴が設けられた複数枚の書類を綴じ込む場合、バインダーやファイル等が
広く利用されるに至っている。このようなバインダー等に用いられる綴じ具は、常時は閉
ループを形成する複数の綴じ部材と、これら綴じ部材の閉ループの形成及び解除を操作可
能に設けられた操作部とを備えて構成されている。この綴じ具における紙葉類の綴じ込み
作業は、前記操作部を操作して綴じ部材の閉ループを解除してから綴じ穴に綴じ部材を差
し込んだ後、再度閉ループを形成することにより行われる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような綴じ具にあっては、綴じ部材がばね等の別部材により閉ループ
を維持する構造であったり、複数の綴じ部材が同時に作動する構造である場合が多く、そ
のため、いわゆるワンタッチで綴じ込むことはできない。また、綴じ具全体の部品点数を
多くして複雑な構造となる傾向が強く、ひいては、製造コストを上昇させる原因ともなる
。
【０００４】
ところで、複数枚の書類を綴じ込む簡易な構造の綴じ具として、リングノートに用いられ
る綴じ具が知られている。この綴じ具は、複数の綴じ穴に挿入されてスパイラル状に延び
る一本の金属線から構成されている。しかしながら、このような綴じ具は、書類から取り
外すことを意図して製造されたものでなく、綴じ込まれた書類の加除を行うことができな
いという不都合を生じる。仮に、綴じ具の取り外しを行って書類の加除をするとしても、
作業が極めて困難となり、作業時間も長時間となる。
【０００５】
【発明の目的】
本発明は、このような不都合に着目して案出されたものであり、その目的は、簡易な構造
により構成されるとともに、綴じ穴が設けられた書類の綴じ込み及びその解除作業を極め
て容易に行うことができる綴じ具を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するため、本発明は、綴じ穴が形成された紙葉類を綴じ込む綴じ具であ
って、
　前記綴じ穴に挿入可能に設けられるとともに、無負荷状態で閉ループを形成する少なく
とも一つの綴じ部材を備え、
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　前記綴じ部材には、前記紙葉類の端部領域を受容可能なガイド部が設けられ

　 端部を強制的に押し込むことにより
、前記閉ループが強制的に解除されて綴じ部材が綴じ穴に挿入される、という構成が採用
されている。このような構成によれば、紙葉類の綴じ込みを行う場合、従来の綴じ具のよ
うな閉ループの形成及び解除と、綴じ穴に綴じ部材を挿入する作業とを行うことなく、ガ
イド部に紙葉類を強制的に押し込むだけで極めて容易且つ迅速に綴じ込み作業を行うこと
ができる。

【０００７】
　また、本発明は、複数の綴じ穴が形成された紙葉類を綴じ込む綴じ具であって、
　前記綴じ穴の並び方向に沿う片状のベースと、このベースの片の延びる方向に沿って所
定間隔をおいて形成され、且つ、無負荷状態で閉ループを形成する複数の綴じ部材とを備
え、
　前記綴じ部材には、前記紙葉類の端部領域を受容可能なガイド部が設けられ

　 端部を強制的に押し込むことにより
、前記閉ループが強制的に解除されて綴じ部材が綴じ穴に挿入される、という構成も採用
される。このような構成を採れば、一般に市販されているルーズリーフやリングノートに
用いられるノート用紙等の複数の綴じ穴が形成された紙葉類の綴じ込みも容易に行うこと
が可能となる。つまり、任意の枚数の紙葉類の加除を適宜行うことができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明における綴じ部材は、先端側が相互に重なり合う領域を有する分割型に形成され、
この先端側に前記ガイド部が設けられる、という構成も採用することができる。これによ
れば、前記押し込みにより、ガイド部を通過した紙葉類が前記重なり合い状態を強制的に
解除した後、綴じ穴に綴じ部材が挿入されて再度閉ループを形成することとなり、従来例
に示されるような操作部等を設けることなく極めてシンプルな構造により、当該閉ループ
の形成及び解除を行うことができる。また、意図することなく閉ループの径寸法が拡がっ
た場合でも紙葉類の脱落を確実に防止することが可能となる。
【０００９】
また、前記綴じ部材は、先端縁の少なくとも一部が略突き当たる分割型に形成され、この
先端側に前記ガイド部が設けられる、という構成も採用されている。このような構成によ
っても紙葉類の押し込みにより、各先端縁の突き当て状態を解除して綴じ穴に綴じ部材が
挿入されることとなり、これにより、閉ループの形成及びその解除を容易且つ迅速に行う
ことができる。
【００１１】
また、前記綴じ部材は、前記押し込みによって弾性変形可能な板材若しくは線材により構
成されるとよく、これにより、ばね等の別部材を用いることなく綴じ部材の閉ループの形
成及び解除を行うことができ、単一の成形品とすることを可能として綴じ具のコスト低減
を図ることができる。
【００１２】
また、前記各ガイド部の各中心は、ベースの延出方向に沿う仮想中心線に対してジグザク
となる位置に設定される、という構成を採ることができる。このような構成によれば、紙
葉類を押し込んで各綴じ部材の閉ループを強制的に解除するときに、紙葉類に付与される
反力を軽減することができ、綴じ込み作業をスムースに行うことが可能となる。また、紙
葉類の頁捲り操作の際に、綴じ穴がガイド部に引っ掛かる虞を有効に回避することができ
るばかりでなく、不用意に閉ループの径寸法が拡がった場合でも紙葉類の脱落を確実に防
止することができる。
【００１３】
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なお、本明細書において、「紙葉類」とは、紙や樹脂シートの他、クリアポケットやアル
バム台紙等をも含む概念である。
【００１４】
また、本明細書において、位置的用語及び方向的用語は、特に明示しない限り、図３を基
準として用いるものとする。
【００１５】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。
【００１６】
［第１実施例］
図１には、第１の実施例に係る綴じ具の概略斜視図が示され、図２には、前記綴じ具の使
用状態を示す概略斜視図が示されている。これらの図において、綴じ具１０は、特に限定
されるものでないが、本実施例では、後述する書類の押し込みにより弾性変形可能な樹脂
板により構成されている。綴じ具１０は、図２に示されるように、複数枚の紙葉類として
の書類Ｐを綴じ込み可能に設けられ、この書類Ｐの一端側には、所定間隔毎に形成された
綴じ穴Ｐ１が形成されている。この綴じ具１０は、前記綴じ穴Ｐ１の並び方向に沿う長片
状に設けられて側面形状が湾曲したベース１１と、このベース１１の延びる方向沿って形
成されるとともに、各綴じ穴Ｐ１にそれぞれ挿入可能に設けられた複数の綴じ部材１２と
を備えて構成されている。
【００１７】
前記綴じ部材１２は、図２及び図３に示されるように、ベース１１の上下（短寸幅方向）
両端側に連なって無負荷状態で閉ループを形成するとともに、綴じ穴Ｐ１の間隔と略同一
間隔となるように複数配置されている。また、各綴じ部材１２は、図４に示されるように
、先端側が相互に重なり合う分割型に設けられており、ベース１１の上端側に連なって略
円弧状に延びる第１の綴じ足１４と、ベース１１の下端側に連なるとともに、先端側が第
１の綴じ足１４の外周面に接するように設けられた第２の綴じ足１５とを備えている。従
って、綴じ部材１２は、ベース１１の湾曲形状と併せて側面視略円筒状に形成されること
となる。ここで、各綴じ足１４，１５の先端側には、ガイド部１７がそれぞれ設けられて
いる。
【００１８】
前記各ガイド部１７は、図３に示されるように、各綴じ足１４，１５の左端側に形成され
ているとともに、書類Ｐの端部領域を受容可能にそれぞれ設けられている。これらガイド
部１７の受け入れ側は、案内用切り欠き部１７Ａとして形成され、その内部に書類Ｐの端
部を意図的な外力を付与しながら押し込むことにより、綴じ部材１２の閉ループを強制的
に解除可能に設けられている。すなわち、各ガイド部１７は、書類Ｐの押し込み方向Ａ（
図３中右方向）に向うに従ってその上下幅を狭めるような切り欠き形状に設けられ、当該
書類Ｐを押し込むことにより、各綴じ足１４，１５の先端間距離Ｗが次第に短くなってか
ら相互に離間して前記閉ループを解除し、書類Ｐの通過を許容するようになっている（図
５参照）。
【００１９】
　以上の構成において、使用方法の一例を説明すれば、綴じ具１０により書類Ｐを綴じ込
む作業は、図３及び図４に示されるように、書類Ｐの綴じ穴Ｐ１に隣接する端部領域をガ
イド部１７に受容させた後、図中矢印Ａ方向
強制的に押し込むことにより行われる。これにより、図５に示されるように、綴じ部材１
２の閉ループが強制的に解除された後、各綴じ足１４，１５が綴じ穴Ｐ１に挿入されると
同時に、当該綴じ足１４，１５の有する弾性力により自動的に再度閉ループが形成される
こととなる。そして、書類Ｐを更に押し込むことにより、当該書類Ｐの端部及び綴じ穴Ｐ
１が次々に各ガイド部１７を通過して前記閉ループの解除及び形成を繰り返し、全ての綴
じ部材１２が綴じ穴Ｐ１に挿入されることとなる。
【００２０】
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なお、綴じ穴Ｐ１から綴じ具１０を取り外す作業は、図２に示されるように、ベース１１
の右側を回転中心となるようにして当該ベース１１の左側を強制的に矢印Ｂ方向に引っ張
るだけでよい。この際、綴じ穴Ｐ１の内周縁がガイド部１７に受容されて各綴じ部材１２
の閉ループが次々に解除され、当該綴じ部材１２を綴じ穴Ｐ１から離脱することができる
。
【００２１】
従って、このような第１の実施例によれば、一枚の樹脂板を曲げ及び切り欠き加工したよ
うなシンプルな構造により綴じ具１０を構成したから、部品点数を最小限として製造コス
トの低減を図ることができ、且つ、綴じ具１０全体としてコンパクトな大きさとなり、ひ
いては、携帯性を向上させることが可能となる。また、従来の綴じ具のような綴じ部材の
開閉操作が不要となり、書類Ｐの綴じ込み作業を迅速に行うことができる。更に、図２に
示されるように、ベース１１が書類Ｐの綴じ込み側端縁を覆うように配置されるから、恰
も背表紙のように作用して当該端縁を効果的に保護することも可能となる。
【００２２】
［第２実施例］
次に、本発明の第２の実施例を図６を参照しながら説明する。なお、以下の説明において
、前記第１の実施例と同一若しくは同等の構成部分については必要に応じて同一符号を用
いるものとし、説明を省略若しくは簡略にする。
【００２３】
第２の実施例は、綴じ部材１２がベース１１の下端側にのみ連なった、いわば片持ちに構
成されていることに特徴を有するものである。すなわち、第２の実施例の綴じ部材１２は
、ベース１１の下端側に連なって円弧状に延びるとともに、先端側が当該ベース１１の上
端外周側に重なって閉ループを形成するように設けられている。この綴じ部材１２の先端
側には、ガイド部１９がそれぞれ設けられ、これらガイド部１９は、当該先端のコーナー
領域を斜めに切り欠いたような形状に設けられている。これにより、各ガイド部１９は、
その内部に書類Ｐを強制的に押し込んだときに、ベース１１の上端と相互に作用して前記
閉ループを解除可能となっている。
【００２４】
従って、このような第２の実施例によれば、第１の実施例と比較して綴じ部材１２の構造
を更にシンプルとすることができ、且つ、第１の実施例の綴じ具１０と略同様の効果・作
用を発揮することが可能となる。
【００２５】
［第３実施例］
第３の実施例のガイド部２０は、第１の実施例において略同一直線状に配置されたガイド
部１７の位置をずらすように設け、書類Ｐを綴じ込むときの抵抗をより小さくしたことに
特徴を有するものである。各ガイド部２０の各中心Ｃ１は、図７に示されるように、ベー
ス１１の延出方向に沿う仮想中心線Ｃ２に対してジグザグとなる位置、すなわち、左から
奇数番目のガイド部２０の中心Ｃ１は、前記中心線Ｃ２より上方に設けられ、左から偶数
番目のガイド部２０の中心Ｃ１は、前記中心線Ｃ２より下方に設けられている。
【００２６】
以上の構成により、第３の実施例における綴じ具１０により書類Ｐを綴じ込む作業は、前
述した第１の実施例と同様に行うことが可能であり、この際、書類Ｐは前記中心線Ｃ２上
を通過することとなる。ここで、綴じ部材１２の閉ループを解除するときに、前記中心線
Ｃ１が中心線Ｃ２より上方にある場合、第２の綴じ足１５のみが拡径して書類Ｐに反力を
付与する一方、前記中心線Ｃ１が下方にある場合、第１の綴じ足１４のみが拡径して書類
Ｐに反力を付与することとなる。これにより、第１の実施例と比較して、各綴じ足１４，
１５による書類Ｐへの反力が半減することとなり、前記押し込み力を軽減して綴じ込み作
業をスムースに行うことが可能となる。
【００２７】
［第４実施例］
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第４の実施例における綴じ具１０は、第１の実施例に示される綴じ具１０を樹脂板でなく
金属等の線材により構成したところに特徴を有するものである。この第４の実施例におけ
る綴じ具１０は、図８に示されるように、前記押し込みにより弾性変形可能な一本の線材
を曲げ加工して形成されるとともに、第１の実施例における綴じ具１０と略同様となる位
置にベース１１、各綴じ足１４，１５及びガイド部１７が設けられている。
【００２８】
従って、このような第４の実施例によれば、綴じ具１０を線材により構成したから、いわ
ゆるツインリングノートに用いられる綴じ具として使用した場合と同様の外観を呈するこ
とができる。
【００２９】
なお、前記各実施例において、ガイド部１７，１９，２０が綴じ部材１２の左端側に設け
られた場合を説明したが、本発明は、これに限られるものでなく、図９に示されるように
、綴じ部材１２の左右両端側に設けてもよい。これにより、書類Ｐの押し込みを左右両方
向から行うことができ、且つ、綴じ穴Ｐ１からの取り外しもベース１１の左側だけでなく
右側を引っ張ることによっても行うことができる。
【００３０】
また、本発明における綴じ部材１２は、先端側が相互に重なり合う分割型に限定されるも
のでなく、例えば、図１０及び図１１に示されるような先端縁が相互に略突き当たる分割
型に形成したものであってもよい。この際、一方の先端縁２２に凸部２３を設けるととも
に、他方の先端縁２４に前記凸部２３を受容可能な凹部２５を設けることにより、綴じ部
材１２の閉ループをしっかりと維持することができる。
【００３１】
更に、前記ベース１１及び綴じ部材１２の形状が側面視円筒状に形成される構成としたが
、本発明は、これに限定されるものでなく、例えば、図１２に示される構成に代替するこ
とができる。この構成による綴じ具１０は、細長い片状に設けられたベース２７と、この
ベース２７の両面側から延びて当該ベース２７と略直交する平面上に位置するとともに、
先端縁が相互に突き当たる分割型にそれぞれ形成された複数の綴じ部材２８とを備えて構
成されている。このような構成によれば、書類Ｐを綴じ込む場合、当該書類Ｐを図１２中
矢印Ｄ方向に強制的に押し込むことにより、各綴じ部材１２が同図中矢印Ｅ方向に変形し
て閉ループの解除及び形成が行われることとなり、前記案内用切り欠き部１７Ａを設ける
ことなく前述したガイド部１７と同様の効果を発揮することが可能となる。また、ベース
２７の外面が書類Ｐに面接触可能となり、ベース２７の存在を邪魔に感じることなく書類
Ｐの頁捲り操作や見開き姿勢の維持を行うことができる。
【００３２】
また、前記各実施例における綴じ部材１２の形成数は、図示構成例に限定されるものでな
く、例えば、ルーズリーフの綴じ穴と同数設ける等、必要に応じて増減させてもよい。ま
た、綴じ部材１２は、ベース１１に連なることなく一のリング状に形成させてもよく、こ
れにより、いわゆる単語カード等に用いられる綴じ具として利用することもできる。要す
るに、本発明は、綴じ穴Ｐ１の個数或いは書類Ｐの綴じ込み領域等に応じて、綴じ部材１
２の形成数を決定すれば足りる。
【００３３】
更に、前記書類Ｐの綴じ込み位置は、図２に示されるような位置に限られるものでなく、
例えば、書類Ｐの中央部分を綴じ込んだり、綴じ具１０を二つ設けて書類Ｐの左右両側を
綴じ込んだりしてもよく、綴じ部材１２の形成数と併せて種々のバリエーションが考えら
れる。更に、前記綴じ具１０を樹脂板により構成した場合を説明したが、本発明は、これ
に限定されるものでなく、例えば、金属板や樹脂を用いた一体成形品等により構成するも
のであってもよい。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、ガイド部に強制的に紙葉類の端部を押し込むことにより
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、綴じ部材が綴じ穴に挿入される構成としたから、従来例に示される煩雑な綴じ込み作業
を一掃して、極めて容易且つ迅速に紙葉類を綴じ込むことができる。
【００３５】
また、綴じ部材は、先端側が相互に重なり合う、若しくは、先端縁が略突き当たる分割型
に形成され、この先端側にガイド部が設けられているから、簡易な構造により綴じ部材の
閉ループの形成及び解除を行うことができ、且つ、当該閉ループを安定的に維持すること
が可能となる。
【００３６】
更に、ガイド部は、閉ループの軸線に沿って設けられた案内用切り欠き部を備えているか
ら、綴じ部材の閉ループの強制的解除をスムースに行うことができ、これによっても、綴
じ込み作業の迅速化を図ることが可能となる。
【００３７】
また、綴じ部材を弾性変形可能な板材若しくは線材により構成した場合には、ばね等の別
部材を用いることなく綴じ部材の閉ループの形成及び解除を行うことができ、これにより
、綴じ具全体のローコスト化を図ることが可能となる。
【００３８】
更に、各ガイド部の中心をベースの延出方向に沿う仮想中心線に対してジグザクとなる位
置に設けた場合には、各綴じ部材の閉ループを強制的に解除するときに、紙葉類に付与さ
れる綴じ部材の反力を適当に分散させることができ、綴じ込み作業の作業性をより一層向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施例に係る綴じ具の概略斜視図。
【図２】前記綴じ具の使用状態を示す概略斜視図。
【図３】図１の平面図。
【図４】図３の左側面図。
【図５】綴じ部材の閉ループを解除した状態を示す図４と同様の側面図。
【図６】第２の実施例に係る綴じ具の概略斜視図。
【図７】第３の実施例に係る綴じ具の平面図。
【図８】第４の実施例に係る綴じ具の概略斜視図。
【図９】変形例を示す図３と同様の平面図。
【図１０】他の変形例の綴じ部材を示す拡大平面図。
【図１１】綴じ部材の閉ループを解除した状態を示す図１０と同様の平面図。
【図１２】更に他の変形例を示す図１と同様の概略斜視図。
【符号の説明】
１０　綴じ具
１１　ベース
１２　綴じ部材
１７　ガイド部
１７Ａ　案内用切り欠き部
Ｐ　書類（紙葉類）
Ｐ１　綴じ穴
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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